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24
年
度
事
業
報
告
・
決
算
報
告

25
年
度
事
業
計
画
・
事
業
予
算

        （2013. 4.1 現在）
印刷所　㈲　スエカネ印刷

発 　 行 　 者

　香川の人口
　　　　男性
　　　　女性
　　　世帯数

11,634 名
5,781 名
5,853 名
4,563 戸

香 川 自 治 会 広 報 部 会

平成２５年５月１５日

25

　科　　　目　　
会 議 費
事 務 消 耗 品 費
旅 費 ・ 交 通 費
慶 弔 費
交 際 費
給料・手当（伝達員）
防 災 費
会 館 維 持 管 理 費
さくらハウス維持管理費
自治会館修繕積立金
自治会館建設積立金
共 済 火 災 保 険 料
修繕費・LED電灯取替費
東日本大震災募金
香川小学校50周年記念行事
雑 費
小 計
第 一 町 内 会 費
第 二 町 内 会 費
第 三 町 内 会 費
第 四 町 内 会 費
総 務 部 会 費
会　計　部　会　費
ふれあい部会費(旧文化厚生)
広 報 部 会 費
美化部会費(旧環境整備)
環境部会費(旧衛生)
体育部会費(旧ふれあい)
防犯部会費(旧まちづくり)
会 館 管 理 部 会 費
防 災 部 会 費
小 計

日 本 赤 十 字
赤　い　羽　根
年 末 助 け 合 い
子 ど も 会
青少年育成推進協議会
レディース香川
寿 ク ラ ブ
体 育 振 興 会
香 川 消 防 団
香川諏訪神社御輿保存会
香川祭囃子保存会
にこにこサークル
ふれあいサロン
防 犯 協 会
湘北自治会連合会
湘北地区社会福祉協議会
香川地区社会福祉協議会
資源回収協力金

　科　　　目　
繰 越 金
正 会 員 会 費
特 別 会 員 会 費
交 付 金 ・ 補 助 金
資 源 回 収 協 力 金
寄 付 金 ・ 受 取 利 息
会 館 収 入
行 事 収 入
東 日 本 大 震 災 募 金
雑 収 入
収 入 総 額

  小     　　　計
支 出 合 計
繰 越 金
予 備 費
支 出 総 計

経

常

費

事

業

費

募
金
・
団
体
助
成
及
び
分
担
金

平成25年度予算額

1,827,728
12,060,000

163,200
1,650,000
1,600,000

1,000
1,056,000

450,000
0

100,000
18,907,928

平成24年度決算額

2,637,281
11,991,180

163,200
1,652,200
1,540,462

707
1,117,980

460,110
8,800

146,000
19,717,920

平成25年度予算額

130,000
600,000

10,000
50,000
40,000

920,000
500,000

2,290,000
100,000
300,000

2,000,000
842,670

1,160,000
0
0

400,000
9,342,670

360,000
430,000
370,000
400,000
300,000

30,000
1,480,000

990,000
180,000
140,000
740,000
150,000

30,000
160,000

5,760,000
385,000
410,000
170,000
100,000

50,000
60,000

155,000
230,000
400,000

30,000
20,000
30,000
30,000

102,300
56,400
33,400
30,000

440,000
2,732,100

17,834,770
0

1,073,158
18,907,928

平成24年度決算額

118,797
612,510

0
49,500
35,000

900,000
1,219,904
2,186,783

122,323
300,000

2,000,000
842,670
672,000

8,800
600,000
801,960

10,470,247
312,232
355,887
302,119
294,380
174,074

21,214
1,012,866

981,296
174,058
137,901
685,654
185,933

27,164
53,067

4,717,845
385,000
410,000
170,000
100,000

50,000
60,000

155,000
230,000
400,000

30,000
20,000
30,000

0
102,300

56,400
33,400
30,000

440,000
2,702,100

17,890,192
1,827,728

0
19,717,920

平成25年4月14日　香川自治会　会　　　長　山本　茂樹
会計部会長　長嶋　憲治

平成25年度　香川自治会　一般会計予算
(2013年4月1日～2014年3月31日）

＜収入の部＞

＜支出の部＞

（単位：円）

募
金
協
賛
金

各
種
団
体
助
成
金

分

担

金

香 川 ふ れ あ い 祭 り 基 金
香川自治会館修繕積立金
香川自治会館建設積立金
香川浜降祭実行委員会積立金

612,940
300,041

4,000,000
3,282,137

＜預金・積立金残高＞ （単位：円）

平成25年
4月1日現在

総

代

会

開

催

第四町内会長
榎本正明　７・１組

香
川
自
治
会
総
代
会

地
引
網
大
会

諏
訪
神
社
大
祭

浜
降
祭

香
川
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

敬
老
の
お
祝
い

香
川
自
治
会
防
災
訓
練

香
川
地
区
体
育
大
会

湘
北
地
区
防
災
訓
練

湘
北
地
区
市
民
集
会

自
治
会
館
ま
つ
り

賀
詞
交
歓
会

４
月
　
・
　
日

５
月
５
日

６
月
１
・
２
日

７
月
　
日

８
月
３
・
４
日

９
月

９
月
　
日

　
月
　
日

　
月
　
日

　
月
　
日

　
月
　
・
　
日

１
月
　
日

11 11 10 ９

16　 11 10 

17

11

平
成

年
26

平
成

年
2515 20

・
21

詳
細
な
内
容
は
、
決
ま
り
次

第
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　29 １

香
川
自
治
会

主
要
行
事
予
定

自治会役員新任のお知らせ

　

４
月
20
・
21
日
の
両
日
に
定
期
総
代

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

20
日
の
総
代
会
は
、
議
長
に
第
三
町

内
会
の
宮
田
氏
、
議
事
録
署
名
人
に
は

第
四
町
内
会
の
中
村
氏
、
豊
喜
氏
が
選

出
さ
れ
、
平
成
24
年
度
事
業
報
告
並
び

に
決
算
報
告
の
承
認
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。
議
案
に
つ
い
て
は
総
務
部

会
長
、
会
計
部
会
長
、
監
事
か
ら
そ
れ

ぞ
れ
説
明
が
行
わ
れ
、
質
疑
を
経
て
い

ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
承
認
さ
れ
ま
し

た
。

　

21
日
の
総
代
会
は
、
議
長
に
第
一
町

内
会
の
中
澤
氏
、
議
事
録
署
名
人
に
は

第
二
町
内
会
の
白
石
氏
、
藍
場
氏
が
選

出
さ
れ
、
平
成
25
年
度
の
役
員
の
内
、

一
部
交
代
に
よ
る
役
員
の
選
任
及
び
平

成
25
年
度
事
業
計
画
並
び
に
事
業
費
予

算
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
務
部
会
長
、
会
計
部
会
長
か
ら
議

案
の
説
明
が
行
わ
れ
、
特
に
質
疑
も
な

く
い
ず
れ
も
原
案
通
り
可
決
決
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

香
川
自
治
会
は
、
決
定
さ
れ
た
計
画

並
び
に
予
算
に
基
づ
い
て
、
明
る
く
安

全
で
住
み
良
い
香
川
を
目
指
し
て
活
動

を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

会
員
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長　

東
）

平成

　

昨
年
度
は
、
香
川
駅
前
通
り
の
道
路
改
修
工
事
と
、
香

川
小
学
校
通
り
の
下
水
道
改
修
工
事
が
予
定
ど
お
り
に
行

な
わ
れ
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　

　

ま
た
防
犯
灯
に
つ
き
ま
し
て
は
新
設
12
灯
、
取
り
替
え

27
灯
の
39
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
が
設
置
さ
れ
、
町
が
少
し
ず
つ

明
る
く
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
も
「
明
る
く
安
全
で
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
引
き
続
き
次
の
こ
と
を
重
点
的
に
、

自
治
会
活
動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

１　

大
山
街
道
の
安
全
確
保

２　

防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
計
画
的
な
取
り
替
え

３　

香
川
小
学
校
通
り
の
道
路
改
修

４　

勘
重
郎
掘
跡
地
整
備

１
　
大
山
街
道
の
安
全
確
保
に
つ
い
て

①　

神
奈
川
県
か
ら
茅
ヶ
崎
市
に
移
管

さ
れ
ま
し
た
大
山
街
道
は
、
昨
年
度
に

６
灯
の
防
犯
灯
が
新
設
さ
れ
、
か
な
り

明
る
く
な
り
ま
し
た
が
、
今
年
度
も
さ

ら
に
４
灯
の
新
設
を
要
望
す
る
計
画
で

す
。
こ
れ
に
よ
り
従
来
９
灯
だ
っ
た
も

の
が
19
灯
に
倍
増
さ
れ
る
予
定
で
す
。

②　

段
差
の
あ
る
歩
道
を
廃
し
て
、
狭

い
箇
所
を
拡
張
し
、
歩
行
者
や
自
転
車

の
通
行
が
少
し
で
も
安
全
に
な
る
よ
う

に
、
昨
年
度
は
湘
北
地
区
自
治
会
連
合

会
の
市
民
集
会
で
要
望
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
引
き
続
き
要
望
し
て
い
き

た
い
と
考
え
ま
す
。

２
　
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の
計
画
的

な
取
り
替
え
に
つ
い
て

　

昨
年
度
は
27
灯
の
蛍
光
灯
防
犯
灯
を

Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
に
取
り
替
え
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
自
治
会
の
費
用
で
32
灯
を

取
り
替
え
る
計
画
で
す
。
取
り
替
え
費

用
に
つ
き
ま
し
て
は
、
住
民
の
皆
さ
ん

に
ご
協
力
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
び

ん
、
か
ん
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
な
ど
の
「
資
源
物
回
収
補
助

金
」
を
充
当
す
る
計
画
で
す
。

３
　
香
川
小
学
校
通
り
の
道
路
改
修
に

つ
い
て

　

狭
い
香
川
小
学
校
通
り
で
す
が
、
下

水
道
未
改
修
区
間
の
工
事
が
、
平
成
25

年
３
月
に
よ
う
や
く
完
成
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け

て
、
香
川
自
治
会
館
前
か
ら
東
側
約
200

メ
ー
ト
ル
の
間
の
道
路
改
修
お
よ
び
舗

装
改
修
が
行
な
わ
れ
る
計
画
で
す
。

４
　
勘
重
郎
堀
跡
地
の
整
備
に
つ
い
て

　

香
川
地
区
内
で
た
だ
一
箇
所
、
未
整

備
だ
っ
た
玄
珊
寺
横
か
ら
み
ず
き
ま
で

の
勘
重
郎
堀
跡
地
の
整
備
に
つ
き
ま
し

て
は
、
昨
年
、
浚
渫
工
事
が
行
な
わ
れ
、

平
成
25
年
度
に
は
蓋
か
け
工
事
が
行
な

わ
れ
、
暗
渠
化
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

そ
の
工
事
が
完
了
し
た
後
の
活
用
に

つ
き
ま
し
て
は
、
地
形
や
民
地
へ
の
通

路
橋
を
考
慮
し
な
が
ら
、
歩
行
者
と
自

転
車
の
安
全
を
確
保
で
き
る
よ
う
に
し

た
い
と
考
え
ま
す
。

　

本
年
度
も
「
香
川
に
住
ん
で
よ
か
っ

た
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
方
が
、
ひ

と
り
で
も
増
え
る
こ
と
を
願
っ
て
自
治

会
活
動
を
進
め
た
い
と
思
い
ま
す
。

会
計
副
部
会
長　
　

鈴
木　

順
一

　
　
　

第
三
町
内
会　

24
・
５
組

防
犯
副
部
会
長　
　

里
木　

忠
雄

　
　
　

第
一
町
内
会　

21
・
３
組

監
事　
　
　
　
　
　

西
山　

佳
孝

　
　
　

第
二
町
内
会　
　
　

28
組

香川自治会

山本茂樹会長

中澤議長と和やかに
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第
一
町
内
会

第
二
町
内
会

第
三
町
内
会

第
四
町
内
会

香
川
自
治
会
・
定
例
役
員
会
議
題

平成２５年５月１５日

吉
本　
　

悟　

Ａ　

19-

１

高
橋　
　

泰　

Ｂ　

８

青
木　
　

茂　

Ｃ　

36

菊
地　

久
幸　

Ｄ　

２-

３

岡
部　
　

健　

Ｅ　

21-

７

高
瀬　
　

勇　

Ｆ　

23-

２

小
島　
　

宏　

Ａ　

１-

１

池
田　

尚
子　

Ａ　

１-

２

川
上　
　

円　

Ａ　

１-

５

笹
川　

正
紀　

Ｂ　

24

堅
田　

一
三　

Ｃ　

36-

１

河
南　

有
信　

Ｃ　

36-

３

高
橋　

貞
雄　

Ｃ　

37-

２

榎
本　

行
雄　

Ｃ　

56-

３

寺
島　

隆
彰　

Ｄ　

40-

1

真
下　

敏
一　

Ｄ　

51-

1

熊
澤　

啓
三　

Ａ　

２-

３

渡
辺　

睦
男　

Ｂ　

24-

２

加
藤　

幸
紀　

Ｃ　

31-

３

菊
池
ふ
み
え　

Ｄ　

26-

１

武
田　

久
弘　

Ｅ　

13

神
部　

昭
一　

Ｆ　

19-

２

熊
澤　

良
子　

Ｇ　

６-

１

山
本　

拓
史　

Ｈ　

35-

２

加
藤　

真
二　

Ａ　

３-

９

柴
田　

三
雄　

Ａ　

９-

１

府
馬　
　

裕　

Ｂ　

15

阿
部
富
美
男　

Ｂ　

22-

２　

岩
本　

貴
裕　

Ｃ　

24-

２

石
嶋　

一
男　

Ｃ　

36-

４

湯
原　

一
成　

Ｄ　

38-

８

熊
木　
　

猛　

Ｄ　

44-

１

香
川
自
治
会
代
議
員
名
簿

第一町内会第二町内会

第四町内会 第三町内会

平
成
25
年
度

　

気
が
付
け
ば
、
燕
飛
び
か
う
季
節
か

な
、
と
や
ら
。

　

何
と
な
く
、
早
く
も
初
夏
の
気
配
を

漂
わ
せ
て
の
昨
今
の
よ
う
で
す
が
、
町

内
の
皆
様
に
は
元
気
で
の
毎
日
と
推
察

し
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
度
諸
般
の
事
情
に
よ
っ

て
、
会
長
の
任
を
辞
任
さ
れ
ま
し
た
椎

野
前
会
長
に
成
り
代
わ
り
、
私
、
榎
本

が
会
長
の
任
を
継
承
す
る
こ
と
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
期
の
初
め
は
も
と
よ
り
、

年
間
を
通
し
て
の
自
治
会
並
び
に
町
内

会
行
事
の
さ
ま
ざ
ま
を
消
化
し
て
行
く

わ
け
で
す
が
、
以
下
の
点
に
つ
い
て
町

内
会
員
各
位
に
こ
の
紙
面
を
も
っ
て
お

願
い
し
て
お
き
た
く
思
い
ま
す
。

　

ま
ず
自
治
会
活
動
に
興
味
と
関
心
を

持
っ
て
頂
き
た
い
こ
と
、
ま
た
そ
の
知

ら
さ
れ
た
内
容
を
し
っ
か
り
理
解
し
参

加
・
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

更
に
「
自
治
会
に
何
を
し
て
も
ら
う

か
」
で
は
な
く
、
ど
う
進
化
さ
せ
る
の

か
の
立
場
で
協
力
を
お
願
い
し
た
い
の

で
す
。

　

こ
う
し
た
自
治
会
と
会
員
各
位
が

一
体
と
な
っ
て
活
動
を
展
開
す
れ
ば
、

き
っ
と
素
晴
ら
し
い
香
川
と
成
る
こ
と

を
確
信
す
る
も
の
で
す
。

　

ど
う
か
こ
の
意
を
理
解
し
て
頂
き
た

く
お
願
い
す
る
次
第
で
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
榎
本
）

　

桜
前
線
は
北
海
道
へ
と
至
り
、
風
薫

る
季
節
と
な
り
ま
し
た
。
会
員
の
皆
さ

ま
に
は
ご
健
勝
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し

上
げ
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
最
初
の
『
町
内
会
だ

よ
り
』
で
す
。

　

会
員
の
皆
様
は
じ
め
、
今
年
度
は
任

期
２
年
目
と
な
る
役
員
さ
ん
、
組
長
さ

ん
、
代
議
員
さ
ん
、
今
年
も
香
川
自
治

会
・
第
一
町
内
会
の
活
動
に
例
年
と
変

わ
る
こ
と
な
く
、
ご
協
力
を
頂
き
ま
す

よ
う
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
度
、
第
一
町
内
会
は
防
犯
灯
の

新
設
を
４
灯
申
請
し
ま
し
た
。
受
理
さ

れ
れ
ば
年
末
か
、
来
年
の
１
月
頃
に
は

Ｌ
Ｅ
Ｄ
の
明
る
い
光
が
道
路
を
照
ら
す

事
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
既
存
の
防
犯
灯
の
う
ち
７
灯

が
Ｌ
Ｅ
Ｄ
タ
イ
プ
に
交
換
さ
れ
る
予
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ご
み
集
積
所
近
く
の
お
宅
に
は
、
大

変
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
て
い
ま
す
が
、

現
在
の
収
集
方
法
が
し
ば
ら
く
続
く
と

思
わ
れ
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

　

各
集
積
場
を
利
用
さ
れ
て
る
皆
さ

ん
、
お
互
い
に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

カ
ラ
ス
に
や
ら
れ
て
な
い
か
な
？

　

間
違
っ
て
出
し
て
な
い
か
な
？

　

こ
れ
は
び
ん
・
缶
か
な
？

　

こ
れ
は
燃
え
な
い
ゴ
ミ
か
な
？

　

こ
れ
は
プ
ラ
か
な
？

　

こ
れ
は
生
ゴ
ミ
で
良
い
の
か
な
？　

不
安
に
な
っ
た
時
等
、
収
集
車
が
行
っ

た
後
、
又
は
気
が
付
い
た
人
皆
さ
ん
で

点
検
し
ま
し
ょ
う
。

　

今
年
度
も　

お
隣
ご
近
所
声
を
掛
け

合
い
、
平
和
で
き
れ
い
な
香
川
の
町
に

し
ま
し
ょ
う
。　
　
　
　
　

（
小
川
）

●
３
月
定
例
役
員
会
（
３
月
２
日
）

１　

連
絡
、
報
告
事
項   

①
各
町
内
会
、
各
部
会
２
・
３
月
度
の

活
動
計
画
報
告
及
び
連
絡
事
項

②
３
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
自
治
会
長)

③
「
今
後
の
日
程
等
に
つ
い
て　
　
　

　
　
　

（
総
務
部
会
長
・
会
計
部
会
長)

④
そ
の
他

●
４
月
定
例
役
員
会
（
４
月
６
日
）

１　

連
絡
、
報
告
事
項   

①
各
町
内
会
、
各
部
会
３
・
４
月
度
の

活
動
計
画
報
告
及
び
連
絡
事
項 

②
４
月
「
定
例
役
員
会
・
連
絡
・
報
告
」

③
平
成
25
年
度
防
犯
灯
新
設
申
請
に
つ

い
て　
　
　
　

（
②
、
③
自
治
会
長
）

④
自
治
会
費
集
金
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
会
計
部
会
長
）

⑤
25
年
度
会
議
／
行
事
開
催
日
程
に
つ

い
て　
　
　
　
　
　

（
総
務
部
会
長)

⑥
地
引
き
網
大
会
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　

（
体
育
部
会
長
）

⑦
そ
の
他

２　

検
討
事
項   

①
平
成
24
年
度
（
案
）　

　

事
業
報
告
・
事
業
費
決
算
報
告

②
平
成
25
年
度
（
案
）

　

事
業
基
本
方
針

　

事
業
計
画
・
事
業
費
予
算

　

役
員
名
簿
・
代
議
員
名
簿

③
香
川
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
へ
の
助
成
金

交
付
に
つ
い
て　
　

 

　

（
自
治
会
長
） 

自
治
会
館
の
裏
庭
に
あ
る
今
も
現

役
の
ポ
ン
プ
設
備
。
近
隣
の
畑
に

は
必
須
の
井
戸
水
の
よ
う
で
す
。

　

１
年
で
一
番
凌
ぎ
易
い
季
節
に
な
り

ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
香
川
自
治
会
の
活
動
が

ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
今
年
度
も
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

新
組
長
さ
ん
は
、
自
治
会
費
の
集
金

に
お
忙
し
い
事
と
存
じ
ま
す
。

 

先
月
17
日
に
香
川
５
丁
目
で
自
治
会

費
の
集
金
詐
欺
事
件
が
起
き
ま
し
た
。

自
分
の
組
長
さ
ん
の
顔
だ
け
は
覚
え
て

お
い
て
、
そ
れ
以
外
の
人
が
集
金
に
来

て
も
、
支
払
わ
な
い
よ
う
に
充
分
気
を

つ
け
ま
し
ょ
う
！

　

第
二
町
内
会
で
は
、
今
年
度
か
ら
新

組
長
さ
ん
に
、
最
初
の
回
覧
板
に
「
〇
〇

年
度
〇
〇
組
の
組
長
の
〇
〇
で
す
」
と

組
長
さ
ん
の
名
前
記
入
し
て
、
あ
い
さ

つ
文
を
い
れ
て
回
覧
す
る
よ
う
に
し
ま

し
た
。

　

第
二
町
内
会
の
堂
庭
公
園
の
ブ
ラ
ン

コ
が
新
し
く
な
り
、
カ
ラ
フ
ル
に
な
り

ま
し
た
。
公
園
は
皆
様
の
憩
い
の
場
所

で
す
。
幼
児
か
ら
高
齢
者
の
休
め
る
所

で
も
有
り
ま
す
の
で
、
ゆ
っ
く
り
く
つ

ろ
い
で
頂
き
た
い
も
の
で
す
。

　

こ
れ
か
ら
又
沢
山
の
行
事
が
始
ま
り

ま
す
の
で
、
回
覧
を
良
く
見
て
ご
参
加

下
さ
い
ま
す
様
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
沓
澤
）

　

新
緑
の
さ
わ
や
か
な
季
節
と
な
り
ま

し
た
。

　

こ
の
４
月
か
ら
、
代
議
員
、
組
長
が

変
わ
り
、
昨
年
度
と
同
様
に
、
自
治
会

基
本
目
標
で
あ
る
「
明
る
く
安
全
で
住

み
良
い
ま
ち
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
進

め
て
ま
い
り
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

会
員
皆
様
方
の
ご
理
解
、
ご
協
力
の
程

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

活
動
方
針
と
し
て
年
間
行
事
で
あ
る

６
月　

諏
訪
神
社
の
祭
典

７
月　

浜
降
祭

８
月　

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り

９
月　

防
災
訓
練
・
体
育
大
会

11
月　

自
治
会
館
ま
つ
り
等
へ
の
参
加

協
力
は
も
と
よ
り
、
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
・
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
実
施
し
、

さ
ら
に
、
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
防
災

対
策
の
強
化
を
図
っ
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

去
る
４
月
17
日
（
水
）
に
、
昨
年
に

続
い
て
、
自
治
会
費
集
金
の
詐
欺
事
件

が
発
生
し
ま
し
た
。
不
心
得
者
の
こ
と

で
す
が
、
く
れ
ぐ
れ
も
根
拠
の
な
い
勧

誘
な
ど
に
騙
さ
れ
な
い
よ
う
に
ご
注
意

下
さ
い
。

　

５
、
６
月
の
町
内
に
関
す
る
主
な
行

事
予
定
は
次
の
と
お
り
で
す
。

◎
5
月 

５
日
…
地
引
網
大
会
に
参
加

11
日
…
町
内
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

18
日
…
町
内
美
化
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
　
　

防
災
倉
庫
点
検

19
日
…
町
内
合
同
役
員
会

◎
６
月

1
～
2
日
…
諏
訪
神
社
祭
礼

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
竹
内
）

みんなが
まちづくり！
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第
17
回
検
討
会
で
は
、
「
香
川
駅
周

辺
ま
ち
づ
く
り
の
提
案
‐
素
案-

」
及

び
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
意

見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
素
案
は
、
安
全
で
住
み
良
い
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
住
民
の
視
点

か
ら
香
川
駅
周
辺
の
課
題
を
拾
い
上

げ
、
課
題
解
決
に
向
け
て
の
方
策
に
つ

い
て
、
検
討
会
で
議
論
を
重
ね
、
そ
の

内
容
を
と
り
ま
と
め
た
も
の
で
す
。
今

年
の
夏
ご
ろ
ま
で
に
は
、
提
案
す
る
予

定
で
す
。

　

今
後
、
提
案
内
容
に
つ
い
て
、
さ
ら

に
議
論
を
進
め
て
い
く
と
と
も
に
、
市

の
施
策
に
反
映
さ
れ
る
こ
と
を
検
討
会

で
は
願
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま

た
、
今
後
整
備
を
行
っ
て
い
く
に
は
、

行
政
の
み
な
ら
ず
住
民
や
民
間
の
力
を

平成２５年５月１５日

防
災
訓
練
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
長
会
議
開
催

防
災
部
会
長

　
大
淵
正
人

防
災
リ
ー
ダ
ー
研
修
報
告

N
EW
S

　
　
　

防
犯
部
会
長　

内
田
勇
夫

時　間：14時～16時
活　動：4～6人体制で
　　  毎月第二土曜日限定
連絡先：防犯部会
　　　　会長　内田 勇夫
電　話：５７－７２９０

休 日 隊

　

防
災
リ
ー
ダ
ー
の
役
割
は
、
「
自
分

の
身
は
自
分
が
守
る
。
自
分
た
ち
の
ま

ち
は
自
分
た
ち
が
守
る
。」
と
い
う
隣

保
共
同
の
精
神
に
基
づ
く
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
で
す
。

　

日
頃
、
防
災
に
関
心
は
あ
っ
て
も
、

自
分
や
家
族
の
こ
と
し
か
考
え
ず
、
防

災
訓
練
で
も
上
辺
だ
け
で
、
実
地
と
な

る
と
人
任
せ
な
私
が
、
は
た
し
て
リ
ー

ダ
ー
に
な
れ
る
の
か
？
不
安
一
杯
で
参

加
し
ま
し
た
。

　

市
内
か
ら
男
女
78
名
が
受
講
し
、
今

回
は
女
性
が
多
く
、
ど
の
地
域
も
女
性

の
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
必
要
性
を
感
じ
て

い
る
よ
う
に
思
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
月
２
・
３
日
の
２
日
間
で
約
16
時

間
、
災
害
時
の
出
火
防
止
、
初
期
消
火
、

情
報
収
集
・
伝
達
、
避
難
誘
導
、
被
災

　

昨
年
12
月
に
香
川
自
治
会
単
独
の
防

災
訓
練
を
行
い
、
同
時
に
皆
さ
ん
か
ら

ア
ン
ケ
ー
ト
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

回
収
率
は
87
％
と
高
く
、
率
直
な
ご

意
見
を
い
た
だ
き
ま
し
た
の
で
、
主
な

意
見
を
掲
載
し
、
防
災
部
会
の
活
動

と
、
次
回
防
災
訓
練(

９
月
１
日
を
予

定)

に
反
映
さ
せ
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

先
ず
、
ご
意
見
が
多
か
っ
た
も
の
は

○
年
に
一
、二
回
は
定
期
的
に
開
催
を

○
防
災
倉
庫
の
場
所
を
知
っ
た

○
寒
か
っ
た
！
（
災
害
は
い
つ
起
き
る

か
わ
か
ら
な
い
の
だ
が
・
・
・
）

○
防
災
用
品
の
備
蓄
を
も
っ
と
充
実
を

（
自
治
会
は
予
算
的
に
限
り
が
あ
る
）

○
組
長
だ
け
で
な
く
一
般
会
員
も

○
道
路
の
状
況
が
よ
く
わ
か
り
、
避
難

す
る
訓
練
が
出
来
て
良
か
っ
た

○
防
災
資
機
材
の
取
り
扱
い
方
を
も
っ

結
集
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

そ
の
た
め
に
は
、
ま
ち
づ
く
り
に
つ

い
て
、
地
域
の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協

力
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
趣
旨
で
、
香
川
在
住
の

方
を
対
象
に
、
検
討
の
経
緯
と
と
り
ま

と
め
の
結
果
に
つ
い
て
、
説
明
会
が
開

催
さ
れ
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
参
加
を

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時　

５
月
18
日
（
土
）

　
　
　

午
後
３
時
～

場
所　

香
川
自
治
会
館

主
催　

茅
ヶ
崎
市

＊
参
加
ご
希
望
の
方
は
、
直
接
会
場
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
記　

東
委
員
）

防
災
だ
よ
り

No7

防
災
だ
よ
り

◆
３
・
１
１
を
忘
れ
な
い
で
！　
　

　大
震
災
か
ら
２
年
、
備
え
に
対
す

る
意
識
が
希
薄
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん

か
。
災
害
に
備
え
、
し
っ
か
り
と
自

宅
に
防
災
用
具
、
備
蓄
品
を
準
備
し

て
い
ま
す
か
。

　自
宅
で
の
備
え
と
共
に
、
外
出
時

に
防
災
グ
ッ
ズ
を
持
ち
歩
く
こ
と
も

考
え
ま
し
ょ
う
。
例
え
ば
閉
じ
こ
め

ら
れ
て
し
ま
っ
た
時
の
た
め
に
、
ミ

ニ
ラ
イ
ト
や
ホ
イ
ッ
ス
ル
な
ど
で
す
。

携
帯
電
話
の
充
電
器
は
、
普
段
で
も

役
に
立
ち
ま
す
。
ま
た
飴
や
飲
料
水

等
も
持
っ
て
い
れ
ば
心
強
い
で
す
。

　他
に
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、

今
は
色
々
な
所
か
ら
情
報
を
得
ら
れ

ま
す
。
各
自
で
必
要
な
物
を
考
え
、

準
備
し
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

　
　
　
　（
防
災
部
会

　中
山
由
美
）

と
知
り
た
か
っ
た　

等
々

　

そ
の
他
、
反
省
点
や
検
討
を
要
す
る

意
見
も
あ
り
ま
し
た
。

○
防
災
リ
ー
ダ
ー
の
育
成
に
力
を
い
れ

て
欲
し
い

○
近
所
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が

必
要
で
あ
り
、
そ
う
し
た
機
会
を
！

○
子
供
の
参
加
を
も
っ
と
多
く
し
て

○
倉
庫
の
鍵
の
扱
い
、
誰
で
も
開
け
ら

れ
る
よ
う
に
（
難
し
い
所
で
す
・
・
）

○
消
火
器
、
防
災
グ
ッ
ズ(

簡
易
ト
イ

レ
や
非
常
食
品)

を
自
治
会
で
ま
と
め

て
安
く
購
入
し
斡
旋
し
た
ら
ど
う
か

○
自
治
会
の
倉
庫
に
食
料
品
な
ど
の
備

蓄
が
な
い
事
に
驚
い
た
。
各
自
で
用
意

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
自
覚

○
防
災
用
の
Ｄ
Ｖ
Ｄ
は
良
か
っ
た　

○
自
治
会
全
体
で
な
く
町
内
会
ご
と
に

実
施
し
た
ら
ど
う
か　

等
々

　

多
く
の
貴
重
な
ご
意
見
を
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

者
の
救
出
・
救
護
・
応
急
手
当
、
給
食
・

給
水
な
ど
、
自
主
的
に
行
う
必
要
性
が

あ
る
防
災
活
動
を
学
び
ま
し
た
。

　

最
後
に
研
修
の
成
果
を
確
認
す
る
た

め
、
本
番
さ
な
が
ら
の
救
助
活
動
を
行

い
ま
し
た
が
、
な
か
な
か
う
ま
く
行
か

ず
、
訓
練
不
足
を
痛
感
し
ま
し
た
。

　

今
後
は
自
分
の
身
を
守
る
こ
と
は
も

ち
ろ
ん
、
地
域
の
防
災
活
動
、
広
域
の

防
災
活
動
に

も
積
極
的
に

取
り
組
ん
で

い
き
た
い
と

思
い
ま
し
た
。

　

最
後
に
、

「
ひ
と
り
で

は
何
も
で
き

な
い
」
こ
と

も
学
び
ま
し

た
。

第
四
町
内
会
　
田
中
京
子

共に学んだグループの人達です

　

平
成
25
年
２
月
21
日
、
香
川
自
治
会

館
に
お
い
て
、
25
年
度
の
活
動
に
向
け

て
防
犯
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
長
会
議
を
開

催
し
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
隊
長
24
名
が
出
席
す

る
中
、
山
本
自
治
会
長
を
始
め
と
す
る

自
治
会
役
員
な
ら
び
に
来
賓
と
し
て

茅
ヶ
崎
警
察
署
生
活
安
全
課
防
犯
係
・

高
橋
係
長
ほ
か
１
名
、
市
防
災
安
全
部

安
全
対
策
課
・
山
中
主
任
の
出
席
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
は
皆
勤
・
27

名
、
精
勤
・
17
名
が
お
ら
れ
感
謝
を
込

め
て
記
念
品
を
贈
呈
い
た
し
ま
し
た
。

　

25
年
度
は
、
24
年
度
に
引
き
続
い
て

パ
ト
ロ
ー
ル
コ
ー
ス
の
可
視
化
を
継
続

し
、
更
に
防
犯
部
会
員
を
主
体
と
す
る

休
日
隊
の
増
設
を
含
め
、
27
隊
127
名
の

編
成
で
犯
罪
を
減
少
さ
せ
る
よ
う
努
力

し
て
ま
い
り
ま
す
。

200
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20

0
16 17 18 19 20 21 22 23 24 平成

件

７丁目

６丁目

５丁目

４丁目

３丁目

２丁目

１丁目

パトロール開始
香川

年度別刑法犯罪発生件数

自
治
会
館
の
駐
車
料
金
に
つ
い
て

　

１
台
に
つ
き
４
百
円
と
な
っ
て
い
る

自
治
会
館
の
駐
車
料
金
に
つ
い
て
、
利

用
者
の
数
グ
ル
ー
プ
か
ら
高
過
ぎ
る
の

で
値
下
げ
を
検
討
し
て
ほ
し
い
と
の
要

望
が
あ
り
、
会
館
管
理
部
会
が
検
討
を

始
め
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
灯
へ
の

計
画
取
替
に
つ
い
て

　

３
月
度
の
定
例
役
員
会
で
承
認
さ
れ

た
、
平
成
25
年
度
の
防
犯
灯
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ

灯
へ
の
計
画
取
替
の
要
望
書
を
、
５
月

20
日
こ
ろ
ま
で
に
自
治
会
長
宛
て
に
提

出
。

　

第
一
町
内
会
・
７
灯

　

第
二
町
内
会
・
９
灯

　

第
三
町
内
会
・
８
灯

　

第
四
町
内
会
・
８
灯

の
合
計
32
灯
で
、
６
月
初
旬
に
取
り
替

え
る
予
定
で
す
。

道
路
工
事
関
係
完
了
報
告

①
香
川
小
通
り
の
下
水
道
整
備
工
事
は
、

本
年
３
月
初
旬
に
完
了
し
ま
し
た
。

　

長
期
間
に
わ
た
り
片
側
通
行
規
制
と

な
り
、
通
行
車
両
等
に
不
便
を
お
か
け

し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
26
年
度
に
か
け
、

道
路
の
整
備
工
事
を
す
る
予
定
で
す
。

②
香
川
駅
前
通
り
の
静
岡
中
央
銀
行
前

か
ら
大
沢
興
業
前
ま
で
の
道
路
舗
装
工

事
は
、
本
年
３
月
初
旬
に
完
了
し
ま
し

た
。
夜
間
工
事
と
な
り
、
周
辺
の
住
民

の
方
た
ち
に
、
騒
音
で
御
迷
惑
を
お
か

け
し
ま
し
た
。

③
香
川
駅
か
ら
北
側
踏
み
切
り
ま
で
の

歩
行
者
用
通
路
の
整
備
は
、
本
年
３
月

に
完
了
し
ま
し
た
。

ラ
イ
ト
タ
ウ
ン
茅
ケ
崎
５
号
棟
前
の
生
け

垣
の
整
備
完
了

　

昨
年
10
月
に
UR
都
市
機
構
に
要
望
し

ま
し
た
、
ラ
イ
ト
タ
ウ
ン
茅
ケ
崎
５
号

棟
前
の
大
山
街
道
に
面
し
た
植
え
込
み

の
整
備
は
、
本
年
３
月
に
完
了
し
ま
し

た
。
歩
道
側
に
せ
り
出
し
て
い
た
植
木

は
す
べ
て
伐
採
さ
れ
、
歩
道
か
ら
１
ｍ

ほ
ど
下
が
っ
て
竹
垣
が
作
ら
れ
、
新
し

い
植
木
が
植
栽
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
に
よ
り
歩
道
の
見
通
し
が
ぐ
っ

と
良
く
な
り
、
歩
行
者
と
自
転
車
の
安

全
が
、
よ
り
確
保
さ
れ
ま
し
た
。

第

　回  

　月

　日

17

3

27

香
川
駅
周
辺
ま
ち
づ
く
り
検
討
会

素
案
の
報
告
会
を
開
き
ま
す
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訃
報
（
平
成
25
年
4
月
18
日
現
在
）

豊
浦　
　

勲
様　
　

72
才　

３
月
７
日

　

第
二
町
内
会　
　
　
　
　

34
・
２
組

藤
原　

ハ
ル
様　
　

93
才　

３
月
11
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　

35
・
１
組

椎
野
キ
ミ
子
様　
　

84
才　

３
月
30
日

　

第
四
町
内
会　
　
　
　
　

　　

27
組

清
田　

幸
子
様　
　

71
才　

４
月
４
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

　　

11
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

お
知
ら
せ

さ
が
み
縦
貫
道
開
通
記
念
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
開
催

ご
当
地
ゆ
る
キ
ャ
ラ
（R)
パ
ー
テ
ィ
開
催

　

４
月
13
日
、
８
時
45
分
に
開
会
式
が

寒
川
北
イ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
そ
の
後

事
前
に
申
込
み
を
し
た
約
６
千
人
の
参

加
者
が
、
歩
く
距
離
ご
と
に
４
班
に
別

れ
、
９
時
に
茅
ヶ
崎
Ｊ
Ｃ
Ｔ
に
向
け

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
好
天
に
恵
ま
れ
、
高
速
道
路

か
ら
は
遠
く
に
富
士
山
が
雲
の
上
に
顔

を
出
し
、
近
く
は
私
達
に
な
じ
み
の
大

環
境
部
会
か
ら
お
願
い

小
林
鱒
一
選

俳　句

茅
　
花
　
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

若
布
干
す
影
を
大
き
く
海
鼠
壁

　

「
海
鼠
壁
」
で
ま
ず
思
い
浮
か
ぶ
の
は

西
伊
豆
の
松
崎
の
町
。
漆
喰
の
「
長
八

美
術
館
」
な
ど
も
あ
り
、
海
鼠
壁
が
多

い
。
採
り
た
て
の
若
布
が
潮
風
に
吹
か

れ
て
「
海
鼠
壁
」
に
影
を
投
げ
て
い
る
。

景
が
見
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

田
辺
美
津
枝

梅
日
和
ロ
ー
カ
ル
線
の
賑
は
へ
り

　

あ
っ
さ
り
詠
ん
で
い
て
、
な
か
な
か
含

蓄
の
あ
る
一
句
。
こ
の
近
辺
で
は
御
殿
場

線
の
下
曽
我
の
梅
林
、
又
は
青
梅
の
梅

林
。
矢
張
り
梅
の
花
の
頃
は
賑
や
か
。「
梅

日
和
」
の
「
日
和
」
が
良
く
生
き
て
い
る
。 　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

長
島　

久
江

大
い
な
る
夕
日
を
の
せ
て
春
の
潮

　

単
純
に
大
ら
か
に
詠
ん
で
い
て
な
か
な

か
の
佳
句
と
な
っ
て
い
る
。
春
は
日
永
の

季
節
。
没
り
際
の
大
き
な
夕
日
が
ゆ
っ
た

り
と
沖
に
揺
ら
い
で
い
る
様
が
よ
く
見
え

る
。
こ
れ
ぞ
「
春
の
潮
」。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

立
花　

富
士
子

つ
く
し
ん
ぼ
昔
空
地
に
紙
芝
居

　
そ
う
で
す
ね
、
紙
芝
居
な
ど
が
路
地

や
空
地
に
来
て
い
た
の
は
何
時
頃
迄
だ

っ
た
で
し
ょ
う
。
そ
ん
な
空
地
や
道
端

に
土
筆
が
知
ら
ぬ
間
に
顔
を
出
し
て
い

る
。
幼
な
い
頃
の
懐
か
し
い
情
景
。　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

人
力
車
駆
け
る
鎌
倉
花
吹
雪

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

一
行
の
言
葉
を
残
し
卒
業
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

奥
村　

ゑ
こ

卒
業
や
袴
胸
高
女
の
子

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

青
山
あ
つ
子

摘
み
来
た
る
土
筆
の
袴
と
る
夕
べ

　

選
者
吟　
　
　
　
　
　

小
林　

鱒
一

鳶
の
笛
釈
迦
入
寂
の
日
な
り
け
り

連
絡
先　

長
島
久
江　

℡
(57)
６
５
２
５

平成２５年５月１５日

山
が
く
っ
き
り
見
え
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
皆
さ
ん
は
、
高
速
道
路
の

上
を
歩
く
と
い
う
、
普
段
経
験
で
き
な

い
貴
重
な
体
験
を
、
半
日
間
ゆ
っ
く
り

楽
し
く
歩
い
て
満
喫
し
た
よ
う
で
す
。

＊
圏
央
道
（
首
都
圏
中
央
連
絡
自
動
車

道
）
は
、
首
都
圏
の
道
路
交
通
の
円
滑

化
、
沿
線
都
市
間
の
連
絡
強
化
等
を
目

的
と
し
た
都
心
か
ら
半
径
お
よ
そ
40
か

ら
60
㎞
の
位
置
に
計
画
さ
れ
て
い
る
総

延
長
約
300
㎞
の
環
状
の
自
動
車
専
用
道

路
で
、
現
在
ま
で
に
約
110
㎞
が
開
通
し

て
い
ま
す
。

　

圏
央
道
の
一
部
で
あ
る
さ
が
み
縦
貫

道
路
（
茅
ヶ
崎
か
ら
東
京
都
と
神
奈
川

県
の
都
県
境
）
は
、
平
成
26
年
度
に
全

線
開
通
す
る
予
定
で
す
。　

　

「
ゆ
る
～
い
ご
当
地
キ
ャ
ラ
パ
ー

テ
ィ
ー
！
in
湘
南
茅
ヶ
崎
」
が
茅
ヶ
崎

市
観
光
協
会
主
催
・
後
援
／
茅
ヶ
崎

市
・
茅
ヶ
崎
商
工
会
議
所
に
よ
り
、
平

成
25
年
３
月
30
・
31
日
の
10
時
か
ら
中

央
公
園
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

寒
川
北
Ｉ
Ｃ
か
ら
ス
タ
ー
ト
！

茅ヶ崎 JCT では
えぼし麻呂が
待っていました

　

子
供
達
が
大
き
な
声
で
名
前
を
呼
ぶ

と
、
招
待
さ
れ
た
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
が
会

場
に
作
ら
れ
た
舞
台
に
次
々
と
現
れ
、

会
場
が
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

＊
ゆ
る
キ
ャ
ラ
と
い
う
の
は
「
ゆ
る
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
」
の
略
称
で
、
広
報
活

動
の
た
め
に
作
っ
た
着
ぐ
る
み
の
こ
と

で
、
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
造
形
が
一
般
的

な
感
覚
か
ら
す
る
と
微
妙
に
「
ゆ
る

い
」
こ
と
か
ら
、
そ
う
呼
ば
れ
ま
す
が
、

名
付
け
親
は
ブ
ー
ム
を
生
み
出
す
名

人
、
み
う
ら
じ
ゅ
ん
氏
で
、
ゆ
る
キ
ャ

ラ
は
商
標
登
録
も
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

茅
ヶ
崎
市
で
は
、
え
ぼ
し
麻
呂
と

ミ
ー
ナ
が
広
報
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
し
て

活
躍
し
て
い
ま
す
。

　

香
川
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン

　　　　　　

助
成
団
体
に
認
定

　

香
川
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
は
、
平
成
24

年
６
月
に
香
川
社
協
の
メ
ン
バ
ー
が
主

体
と
な
っ
て
、
65
歳
以
上
の
方
を
対
象

に
、
毎
月
１
回
第
２
金
曜
日
に
午
前
10

時
か
ら
午
後
２
時
ま
で
、
予
約
の
必
要

が
な
く
ま
た
出
入
り
自
由
な
憩
い
の
ス

ペ
ー
ス
と
し
て
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。

　

半
年
経
過
し
た
現
在
、
利
用
者
も
常

時
30
名
を
越
え
る
よ
う
に
な
り
す
っ
か

り
定
着
し
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
自
治
会
と
し
て
、
当
該
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
を
推
進
す
る
団
体
を
、

助
成
金
交
付
団
体
に
認
定
し
ま
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
毎
年
５
月
に
３
万
円
が
交

付
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
　

▼
お
茶　
　
　
　
　
　

無
料

　
　

▼
コ
ー
ヒ
ー
／
紅
茶　

50
円

子供達で大賑わいの会場

諏
訪
神
社
大
祭

●
６
月
１
日
（
土
）

　

午
後
５
時
よ
り　

宵
宮
祭
式
典

　

午
後
７
時
よ
り　

氏
子
、
崇
敬
者
に

　

よ
る
カ
ラ
オ
ケ
・
舞
踊
等
の
奉
納

●
６
月
２
日
（
日
）

　

午
前
７
時
よ
り　

神
輿
の
御
霊
入
れ

　

午
前
８
時
よ
り　

神
輿
町
内
巡
行

　

今
年
の
巡
行
ル
ー
ト
は
、
第
三
町
内

会
と
第
四
町
内
会
の
予
定
で
す
。

　

午
前
10
時
よ
り　

大
祭
式
典

　

午
後
６
時
よ
り
９
時
ま
で
大
祭
演
芸

浜
降
祭

●
７
月
15
日
（
月
）

　

場　
　

所　

茅
ヶ
崎
西
浜
海
岸

　

午
前
２
時　

諏
訪
神
社
宮
立
ち

　

午
前
７
時　

浜
降
祭
合
同
祭
開
会

　

午
前
８
～
９
時　

帰
路
へ
出
発
し
、

町
内
に
戻
り
巡
行
し
た
後
、
午
後
に
宮

入
と
な
り
ま
す
。

和やかに、楽しく団らん

あ
な
た
の
出
す
ゴ
ミ
は
、

私
た
ち
の
明
日
の
資
源
で
す
。

　

最
近
は
慣
れ
の
せ
い
か
、
出
し
方
が

き
ち
ん
と
分
別
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。

　

も
う
一
度
確
認
し
て
正
し
い
出
し
方

を
し
て
下
さ
い
。

●
水
色
の
コ
ン
テ
ナ
…
び
ん

●
黄
色
の
ネ
ッ
ト
…
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

●
水
色
の
ネ
ッ
ト
…
か
ん

　

■
ビ
ン
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
中
身
を

空
に
し
て
、
軽
く
洗
っ
て
下
さ
い
。

　

■
早
朝
に
出
す
と
き
に
は
近
所
迷
惑

に
な
ら
な
い
よ
う
に
、
大
き
な
音
を
出

さ
な
い
よ
う
に
気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

最
近
は
、
プ
ラ
の

日
に
、
鴉
が
群
が

る
よ
う
で
す
。

食べ物かす
はよく落と

して！


